
京都薬科大学 生涯教育センター 2025年度年間プログラム

卒後教育講座
現場のニーズと社会情勢に応じた

 全ての薬剤師に必要な知識を学ぼう
2025年度の卒後教育講座は、対面のみの2日間と、ご都合にあわせて
受講できるｅラーニングを組合せました。対面講義も事後オンデマンド
配信しますので、繰り返し復習できます。また欠席した場合は、ｅラーニ
ングで単位取得が可能です。 授乳婦やCKD、ポリファーマシーといっ
たニーズの高いテーマの他、生成AI、RMP、災害時医療などトピック的
なテーマも取り上げています。

■場所：京都薬科大学愛学館A31講義室＆オンデマンド配信

■定員：200名 ■研修単位（G24）：計10単位   

■参加費：12,500円

  ■申込受付期間：2025年4月1日(火)～6月2日(月)

アカデミックスキル基礎講座
＜基礎1：症例報告の書き方＞

スキルアップの基盤となるアカデミックスキルの基本を学ぶ

薬歴や症例報告における文章の書き方の基本を学んだ後、実際に症例
報告を作成して学んだスキルを実践します。 教員とのフリー討論の時間
もあり、具体的な相談も可能です。 ※2025年度新規開講です。

■場所：京都薬科大学愛学館A32講義室

■定員：100名(薬剤師限定) ■研修単位（G24）：3単位   

■参加費：3,500円

■申込受付期間：2025年7月9日(水)～8月25日(月)

ｅラーニング講座
時間と場所に縛られないマイペース受講

本年度の卒後教育講座10講義と京都漢方研究会の12講義をオンデマ
ンド配信します。2024年度卒後教育講座と漢方講座も再配信します。
配信期間中、何時でも何度でも視聴できます。ご自身のニーズに合った
コースにお申込みください。

■配信期間：2025年6月1日(日)～2026年2月28日(土)

■申込受付期間：2025年4月1日(火)

～2026年2月24日(火)

実務支援セミナー
在宅医療における注射薬の設備導入とポイント

従来の丁寧な実技実習はそのままに、在宅医療に焦点を当てた内容に
リニューアルしました。導入講義では在宅医療における無菌設備の基本
知識やPCAポンプの使用法などを学びます。また、ランチョンミーティ
ングを設け、参加者間で日頃の疑問等を共有する時間を増やしました。

■場所：京都薬科大学 臨床薬学教育研究センター 

■定員：20名（薬剤師限定）   

■研修単位（G24）：4.5単位 ※事前ｅラーニング1単位含

■参加費：10,500円   

 ■申込受付期間：2025年12月17日(水)

～2026年2月16日(月)

臨床推論ステップアップ講座
＜実践編＞

■場所：京都薬科大学臨床薬学教育研究センター

■定員：20名（薬剤師限定）    ■研修単位（G24）：3.5単位

   ■参加費：10,500円

■申込受付期間：2025年3月12日(水)～9月15日(月)

バイタルサイン収集やアセスメントの実技実習による手技習得に留まら
ず、測定結果をどう評価し、患者にどう活かすかを主眼においたプログ
ラムです。多職種の中で薬剤師としてのアセスメントの重要性を実感し
てください。 ※今年度は秋実施です。

臨床推論ステップアップ講座
＜入門編＞

■場所：ご自宅にてオンライン（Zoom）受講

■定員： 100名(オンライン) ■研修単位（G24）：3単位

■参加費：6,500円

 ■申込受付期間：2025年3月12日(水)～4月28日(月)

臨床推論に基づくフィジカルアセスメントの活用法と妥当性検討

実症例を用いて問診、検査値などの情報収集により診断仮説を立て、
フィジカルアセスメントを活用して仮説妥当性の検証を行う過程を理解
することにより、薬剤師として、安全で最適な薬物治療を目指します。

配信数 参加費

①全視聴コース
2025年度卒後教育講座・京都漢方研究会講義の収録動画を
順次配信、2024年度卒後教育講座・漢方講座を再配信

44 30,500円

②当年度コース
2025年度卒後教育講座・京都漢方研究会講義の収録動画を
順次配信

22 22,500円

③卒後コース
2025年度卒後教育講座の収録動画を順次配信、
2024年度卒後教育講座を再配信

20 20,500円

④漢方コース
2025年度京都漢方研究会講義の収録動画を順次配信、
2024年度漢方講座を再配信

24 24,500円

※従来の漢方講座（ハイブリッド）は開講しませんので、
②当年度コースまたは④漢方コースでのオンデマンド受講を
お願いします。

フィジカルアセスメントを活用した臨床推論の実践

SGDはGoogleフォームを利用した双方向での演習です。

2025年
5/11(日)
10:00～
16:00

1.フィジカルアセスメント総論
　　医師・看護師・薬剤師のフィジカルアセスメント目的を知ろう
2.臨床推論に活用できる基礎知識
　　病態生理から明らかにする「血圧・循環・脱水・浮腫」、実施症例では
　　「循環動態」をどうイメージするか、医師による「症候学の理論」、
　　看護師による「よくみる症候に対する看護」
3.事例で学ぶ臨床推論
　　主訴から段階を踏んで行うSGD

2025年
9/7(日)
9:30～
16:00

1.＜講義＞文章の書き方（薬歴、症例報告）
2.＜演習・講義＞症例報告作成
　模擬症例を用いた症例報告作成、ディスカッション・症例の見つけ方
3.相談会

2025年
9/28(日)
10:00～
16:30

1.＜講義・実技実習＞バイタルサイン情報収集スキル習得
2.ランチョンミーティング　　※軽食付き
3.＜講義・SGD＞フィジカルアセスメントを活用した臨床推論

※プログラム内容等は変更される場合があります。 最新情報、詳細は必ずホームページをご確認ください。

事前ｅラー
ニング

	・注射薬無菌混合調製に必要な基本的知識
・外来化学療法の実際

導入講義
・無菌設備導入に関する制度改正と環境の変化
・2024年調剤報酬改定での無菌製剤に対する報酬の変化
・PCAポンプを使ったオピオイドの無菌調製

実技実習

・衛生的手洗い (ラビング法、スクラブ法) 　　・ガウン、手
袋、帽子、マスクの装着　　　・注射薬混合調製 (アンプル、
バイアルの取扱い、薬液採取、陰圧操作)　　　・TPNバッグ
の取り扱い　・ガウン脱衣

情報共有
・事前動画や実技実習に対する質疑応答
・自施設における注射調剤の問題点や課題の共有

2026年
3/1(日)
10:00～
16:00

ランチョンミーティング

10:00～11:30 生成AI活用術～医師による薬剤師のためのChatGPT入門を中心に～

12:30～14:00 授乳婦への投薬：どの情報を使い、どこまで伝えますか

14:15～15:45 RMPを基礎から学ぶ～様々な医薬品情報をどう扱っていくか～

10:00～11:30 セルフメディケーションの現状と課題、薬剤師への提言

12:30～14:00 在宅医療の本質と正しい薬剤師の関わり方

14:15～15:45 地域で取り組む医療安全～患者安全のために取り組むべき課題～

① 患者さんに伝えたい”腎臓を守ることは、命を守ること”

② ポリファーマシーを解消する病診薬連携

③ 災害時医療と感染対策～地域を守る薬剤師に求められること～

④ 漢方薬の服薬指導とアフターフォローのポイント～在宅と家庭薬膳教室の実践から～

2025年
6/1(日)～
 2026年
2/28(土)
配信

2025年
6/15(日)

2025年
7/13(日)

●オンデマンドのみ(ｅラーニング)4講義

●対面6講義　※オンデマンド配信も有り


KPUニュース用

																         

						全視聴 ゼン シチョウ		当年度 トウネンド		卒後 ソツゴ		漢方 カンポウ		新規　2025配信コンテンツ     シンキ

				1		〇		〇		〇				2025年度卒後教育講座 ネンド ソツゴ キョウイク コウザ

				2		〇		〇		〇						授乳婦への投薬：どの情報を使い、どこまで伝えますか ジュニュウフ トウヤク ジョウホウ ツカ ツタ

				3		〇		〇		〇						RMPを基礎から学ぶ（仮） キソ マナ カリ

				4		〇		〇		〇						オーバードーズ ～一緒に考える、薬剤師の使命～

				5		〇		〇		〇						在宅医療の本質と正しい薬剤師の関わり方

				6		〇		〇		〇

				7		〇		〇		〇						患者さんに伝えたい”腎臓を守ることは、命を守ること” カンジャ ツタ ジンゾウ マモ イノチ マモ

				8		〇		〇		〇						ポリファーマシーを解消する病診薬連携 カイショウ ビョウ ミ ヤク レンケイ

				9		〇		〇		〇						災害時医療と感染対策～地域を守る薬剤師に求められること～ サイガイ ジ イリョウ カンセン タイサク チイキ マモ ヤクザイシ モト

				10		〇		〇		〇						漢方薬の服薬指導とアフターフォローのポイント～在宅と家庭薬膳教室の実践から～

				11		〇		〇				〇		2025年度漢方コンテンツ ネンド カンポウ

				12		〇		〇				〇

				13		〇		〇				〇

				14		〇		〇				〇

				15		〇		〇				〇

				16		〇		〇				〇

				17		〇		〇				〇

				18		〇		〇				〇

				19		〇		〇				〇

				20		〇		〇				〇

				21		〇		〇				〇

				22		〇		〇				〇

						全視聴 ゼン シチョウ		当年度 トウネンド		卒後 ソツゴ		漢方 カンポウ		2024配信コンテンツ

				23		〇				〇				2024年度卒後教育講座 ネンド ソツゴ キョウイク コウザ		感染症治療の基本的な考え方 カンセンショウ チリョウ キホンテキ カンガ カタ

				24		〇				〇						女性の健康と薬剤師のかかわり ジョセイ ケンコウ ヤクザイシ

				25		〇				〇						がん治療の変遷から胃がん外科医が経験してきたこと～ チリョウ ヘンセン イ ゲカイ ケイケン

				26		〇				〇						がん薬物療法を受ける患者の自分らしく過ごすをどう支えるか～薬剤師と看護師の協働～ ヤクブツ リョウホウ ウ カンジャ ジブン ス ササ ヤクザイシ カンゴシ キョウドウ

				27		〇				〇						がん薬物療法における薬剤師の役割～過去、現在、そしてこれから～ ヤクブツ リョウホウ ヤクザイシ ヤクワリ カコ ゲンザイ

				28		〇				〇						ミトコンドリア/ATPシグナルと2型糖尿病 ガタ トウニョウビョウ

				29		〇				〇						ミトコンドリアと糖尿病治療戦略 トウニョウビョウ チリョウ センリャク

				30		〇				〇						CKD診療とくすり シンリョウ

				31		〇				〇						薬剤師が取り組む！薬剤性腎症を予防する取り組み ヤクザイシ ト ク ヤクザイセイ ジンショウ ヨボウ ト ク

				32		〇				〇						小児医療と薬剤師のかかわり

				33		〇						〇		2024年度漢方講座 ネンド カンポウ コウザ		【基礎】セルフメディケーション領域の漢方―月経痛―

				34		〇						〇				【薬物等】漢方製剤の品質評価（仮題）

				35		〇						〇				【臨床】ペインクリニック領域の漢方治療

				36		〇						〇				【基礎】セルフメディケーション領域の漢方―動悸―

				37		〇						〇				【薬物等】知っておきたい漢方配合生薬 (その4)

				38		〇						〇				【臨床】消化器領域の漢方治療

				39		〇						〇				【基礎】セルフメディケーション領域の漢方―疲労倦怠感―

				40		〇						〇				【薬物等】生薬の選品と鑑別(5)

				41		〇						〇				【臨床】不妊治療-妊娠前から行う漢方治療について

				42		〇						〇				【基礎】セルフメディケーション領域の漢方―肥満―

				43		〇						〇				【薬物等】薬局薬剤師ができる研究活動

				44		〇						〇				【臨床】皮膚科診療における漢方治療〜痤瘡を中心に～



























ポスター

								         						                      

				新規  2025配信コンテンツ    ※収録後、順次追加していきます。 ハイシン ジュンジ

				1		2025年度卒後教育講座 ネンド ソツゴ キョウイク コウザ				12		2025年度漢方講座 ネンド カンポウ コウザ

				2				授乳婦への投薬：どの情報を使い、どこまで伝えますか ジュニュウフ トウヤク ジョウホウ ツカ ツタ		13

				3				RMPを基礎から学ぶ（仮） キソ マナ カリ		14

				4				オーバードーズ ～一緒に考える、薬剤師の使命～		15

				5				在宅医療の本質と正しい薬剤師の関わり方		16

				6						17

				7				患者さんに伝えたい”腎臓を守ることは、命を守ること” カンジャ ツタ ジンゾウ マモ イノチ マモ		18

				8				ポリファーマシーを解消する病診薬連携 カイショウ ビョウ ミ ヤク レンケイ		19

				9				災害時医療と感染対策～地域を守る薬剤師に求められること～ サイガイ ジ イリョウ カンセン タイサク チイキ マモ ヤクザイシ モト		20

				10				漢方薬の服薬指導とアフターフォローのポイント～在宅と家庭薬膳教室の実践から～		21

				11						22



				2024配信コンテンツ ハイシン

				23		2024年度卒後教育講座 ネンド ソツゴ キョウイク コウザ		感染症治療の基本的な考え方 カンセンショウ チリョウ キホンテキ カンガ カタ		34		2024年度漢方講座		【薬物等】漢方製剤の品質評価（仮題）

				24				女性の健康と薬剤師のかかわり ジョセイ ケンコウ ヤクザイシ		35				【臨床】ペインクリニック領域の漢方治療

				25				がん治療の変遷から胃がん外科医が経験してきたこと～ チリョウ ヘンセン イ ゲカイ ケイケン		36				【基礎】セルフメディケーション領域の漢方―動悸―

				26				がん薬物療法を受ける患者の自分らしく過ごすをどう支えるか～薬剤師と看護師の協働～ ヤクブツ リョウホウ ウ カンジャ ジブン ス ササ ヤクザイシ カンゴシ キョウドウ		37				【薬物等】知っておきたい漢方配合生薬 (その4)

				27				がん薬物療法における薬剤師の役割～過去、現在、そしてこれから～ ヤクブツ リョウホウ ヤクザイシ ヤクワリ カコ ゲンザイ		38				【臨床】消化器領域の漢方治療

				28				ミトコンドリア/ATPシグナルと2型糖尿病 ガタ トウニョウビョウ		39				【基礎】セルフメディケーション領域の漢方―疲労倦怠感―

				29				ミトコンドリアと糖尿病治療戦略 トウニョウビョウ チリョウ センリャク		40				【薬物等】生薬の選品と鑑別(5)

				30				CKD診療とくすり シンリョウ		41				【臨床】不妊治療-妊娠前から行う漢方治療について

				31				薬剤師が取り組む！薬剤性腎症を予防する取り組み ヤクザイシ ト ク ヤクザイセイ ジンショウ ヨボウ ト ク		42				【基礎】セルフメディケーション領域の漢方―肥満―

				32				小児医療と薬剤師のかかわり		43				【薬物等】薬局薬剤師ができる研究活動

				33				【基礎】セルフメディケーション領域の漢方―月経不順・月経痛― ゲッケイフジュン		44				【臨床】皮膚科診療における漢方治療〜痤瘡を中心に～



















































年間プログラム用



								配信数 ハイシンスウ		参加費 サンカヒ

				①全視聴コース ゼン シチョウ		2025年度卒後教育講座・京都漢方研究会講義の収録動画を
順次配信、2024年度卒後教育講座・漢方講座を再配信 ネンド ソツゴ キョウイク コウザ キョウト カンポウ ケンキュウカイ コウギ シュウロク ドウガ ジュンジ ハイシン ネンド ソツゴ キョウイク コウザ カンポウ コウザ サイハイシン		44		30,500円 エン

				②当年度コース トウネンド		2025年度卒後教育講座・京都漢方研究会講義の収録動画を
順次配信		22		22,500円 エン

				③卒後コース ソツゴ		2025年度卒後教育講座の収録動画を順次配信、
2024年度卒後教育講座を再配信		20		20,500円 エン

				④漢方コース カンポウ		2025年度京都漢方研究会講義の収録動画を順次配信、
2024年度漢方講座を再配信		24		24,500円 エン



				※当年度卒後コースをご希望の場合は、卒後教育講座にお申込みになり、10講義全てをオンデマンド(ｅラーニング)で受講してください。 トウネンド ソツゴ キボウ バアイ ソツゴ キョウイク コウザ モウシコ コウギ スベ ジュコウ






































2025ポスター用



				プログラム

				事前配信（ｅラーニング）					・注射薬無菌混合調製に必要な基本的知識

								・外来化学療法の実際

				10:00～11:15		導入講義		・無菌設備導入に関する制度改正と環境の変化 

								・2024年調剤報酬改定での無菌製剤に対する報酬の変化

								・PCAポンプを使ったオピオイドの無菌調製

				11:20～12:20		ランチョン
ミーティング		・情報共有・意見交換

				12:30～15:00		実技実習		・衛生的手洗い (ラビング法、スクラブ法) 
・ガウン、手袋、帽子、マスクの装着
・注射薬混合調製 (アンプル、バイアルの取扱い、
・TPNバッグの取り扱い　　　　　薬液採取、陰圧操作)
・ガウン脱衣



				15:10～16:00		情報共有		・事前動画や実技実習に対する質疑応答
・自施設における注射調剤の問題点や課題の共有







プログラム表



				2025年
5/11(日)
10:00～16:00 ネン ニチ		1.フィジカルアセスメント総論
　　医師・看護師・薬剤師のフィジカルアセスメント目的を知ろう
2.臨床推論に活用できる基礎知識
　　病態生理から明らかにする「血圧・循環・脱水・浮腫」、実施症例では
　　「循環動態」をどうイメージするか、医師による「症候学の理論」、
　　看護師による「よくみる症候に対する看護」
3.事例で学ぶ臨床推論
　　主訴から段階を踏んで行うSGD シュソ ダンカイ フ オコナ





				2025年
9/28(日)
10:30～16:00 ネン ニチ		1.バイタルサイン情報収集スキル習得＜講義・実技実習＞
2.（ランチョンミーティング）　※軽食付き
3.フィジカルアセスメントを活用した臨床推論＜講義・実技実習＞
4.在宅医療の実際 ジツギジッシュウ
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プログラム表



				2025年
9/7(日)
9:30～16:00 ネン ニチ		1.＜講義＞文章の書き方（薬歴、症例報告）
2.＜演習・講義＞症例報告作成
　模擬症例を用いた症例報告作成、ディスカッション・症例の見つけ方
3.相談会 コウギ エンシュウ コウギ モギ ショウレイ モチ ショウレイ ホウコク サクセイ ソウダンカイ
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2025ポスター用



				プログラム

				事前配信（ｅラーニング）					・注射薬無菌混合調製に必要な基本的知識

								・外来化学療法の実際

				10:00～11:15		導入講義		・無菌設備導入に関する制度改正と環境の変化 

								・2024年調剤報酬改定での無菌製剤に対する報酬の変化

								・PCAポンプを使ったオピオイドの無菌調製

				11:20～12:20		ランチョン
ミーティング		・情報共有・意見交換

				12:30～15:00		実技実習		・衛生的手洗い (ラビング法、スクラブ法) 
・ガウン、手袋、帽子、マスクの装着
・注射薬混合調製 (アンプル、バイアルの取扱い、
・TPNバッグの取り扱い　　　　　薬液採取、陰圧操作)
・ガウン脱衣



				15:10～16:00		情報共有		・事前動画や実技実習に対する質疑応答
・自施設における注射調剤の問題点や課題の共有







プログラム表



				2025年
5/11(日)
10:00～16:00 ネン ニチ		1.フィジカルアセスメント総論
　　医師・看護師・薬剤師のフィジカルアセスメント目的を知ろう
2.臨床推論に活用できる基礎知識
　　病態生理から明らかにする「血圧・循環・脱水・浮腫」、実施症例では
　　「循環動態」をどうイメージするか、医師による「症候学の理論」、
　　看護師による「よくみる症候に対する看護」
3.事例で学ぶ臨床推論
　　主訴から段階を踏んで行うSGD シュソ ダンカイ フ オコナ





				2025年
9/28(日)
10:00～16:30 ネン ニチ		1.＜講義・実技実習＞バイタルサイン情報収集スキル習得
2.ランチョンミーティング　　※軽食付き
3.＜講義・SGD＞フィジカルアセスメントを活用した臨床推論
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2025ポスター用



				プログラム

				事前配信（ｅラーニング）					・注射薬無菌混合調製に必要な基本的知識

								・外来化学療法の実際

				10:00～11:15		導入講義		・無菌設備導入に関する制度改正と環境の変化 

								・2024年調剤報酬改定での無菌製剤に対する報酬の変化

								・PCAポンプを使ったオピオイドの無菌調製

				11:20～12:20		ランチョン
ミーティング		・情報共有・意見交換

				12:30～15:00		実技実習		・衛生的手洗い (ラビング法、スクラブ法) 
・ガウン、手袋、帽子、マスクの装着
・注射薬混合調製 (アンプル、バイアルの取扱い、
・TPNバッグの取り扱い　　　　　薬液採取、陰圧操作)
・ガウン脱衣



				15:10～16:00		情報共有		・事前動画や実技実習に対する質疑応答
・自施設における注射調剤の問題点や課題の共有







プログラム表



				2026年
3/1(日)
10:00～16:00 ネン ニチ		事前ｅラーニング			・注射薬無菌混合調製に必要な基本的知識
・外来化学療法の実際

						導入講義		・無菌設備導入に関する制度改正と環境の変化
・2024年調剤報酬改定での無菌製剤に対する報酬の変化
・PCAポンプを使ったオピオイドの無菌調製

						ランチョンミーティング

						実技実習		・衛生的手洗い (ラビング法、スクラブ法) 　　・ガウン、手袋、帽子、マスクの装着　　　・注射薬混合調製 (アンプル、バイアルの取扱い、薬液採取、陰圧操作)　　　・TPNバッグの取り扱い　・ガウン脱衣

						情報共有		・事前動画や実技実習に対する質疑応答
・自施設における注射調剤の問題点や課題の共有
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				●対面6講義　※オンデマンド配信も有り タイメン コウギ ハイシン ア

				2025年
6/15(日) ネン ニチ		10:00～11:30				生成AI活用術～医師による薬剤師のためのChatGPT入門を中心に～

						12:30～14:00				授乳婦への投薬：どの情報を使い、どこまで伝えますか ジュニュウフ トウヤク ジョウホウ ツカ ツタ

						14:15～15:45				RMPを基礎から学ぶ～様々な医薬品情報をどう扱っていくか～ キソ マナ

				2025年
7/13(日) ネン ニチ		10:00～11:30				セルフメディケーションの現状と課題、薬剤師への提言

						12:30～14:00				在宅医療の本質と正しい薬剤師の関わり方

						14:15～15:45				地域で取り組む医療安全～患者安全のために取り組むべき課題～

				●オンデマンドのみ(ｅラーニング)4講義 コウギ

				2025年
6/1(日)～
 2026年
2/28(土)
配信 ネン ニチ ネン ド ハイシン		①		患者さんに伝えたい”腎臓を守ることは、命を守ること” カンジャ ツタ ジンゾウ マモ イノチ マモ

						②		ポリファーマシーを解消する病診薬連携 カイショウ ビョウ ミ ヤク レンケイ

						③		災害時医療と感染対策～地域を守る薬剤師に求められること～ サイガイ ジ イリョウ カンセン タイサク チイキ マモ ヤクザイシ モト

						④		漢方薬の服薬指導とアフターフォローのポイント～在宅と家庭薬膳教室の実践から～



				2025.2.6オーバードーズからセルフメディケーションに変更 ヘンコウ

				2025.2.7若林先生副題追加 ワカバヤシ センセイ フクダイ ツイカ





DM



				●対面6講義　※オンデマンド配信も有り タイメン コウギ ハイシン ア

				2025年
6/15
(日) ネン ニチ		10:00
～11:30				生成AI活用術～医師による薬剤師のためのChatGPT入門を中心に～
近畿大学医学部 皮膚科学教室 主任教授 大塚 篤司 先生 キンキ ダイガク イガク ブ ヒフ カガク キョウシツ シュニン キョウジュ センセイ

						12:30
～14:00				授乳婦への投薬：どの情報を使い、どこまで伝えますか
日本医科大学武蔵小杉病院 薬剤部 薬剤部長 笠原 英城 先生 ジュニュウフ トウヤク ジョウホウ ツカ ツタ ニホン イカ ダイガク ムサシコスギ ビョウイン ヤクザイ ブチョウ センセイ

						14:15
～15:45				RMPを基礎から学ぶ～様々な医薬品情報をどう扱っていくか～
杏林大学医学部付属病院 薬剤部 薬剤科長 若林 進 先生 キョウリン ダイガク イガク ブ フゾク ビョウイン ヤクザイ ブ ヤクザイ カ チョウセンセイ

				2025年
7/13
(日) ネン ニチ		10:00
～11:30				セルフメディケーションの現状と課題、薬剤師への提言
名古屋市立大学 特任教授 鈴木 匡 先生 ナゴヤイチリツ ダイガク トクニン キョウジュ スズキ タダシ センセイ

						12:30
～14:00				在宅医療の本質と正しい薬剤師の関わり方
カリン薬局 代表取締役 小林 篤史 先生 ヤッキョク ダイヒョウ トリシマリヤク センセイ

						14:15
～15:45				地域で取り組む医療安全～患者安全のために取り組むべき課題～
京都第二赤十字病院 薬剤部 薬剤部長 友金 幹視 先生 キョウト ダイニ セキジュウジ ビョウイン ヤクザイブ ヤクザイ ブチョウ センセイ

				●オンデマンドのみ(ｅラーニング)4講義 コウギ

				2025年
6/1
(日)
～
 2026年
2/28
(土)
配信 ネン ニチ ネン ド ハイシン		①		患者さんに伝えたい”腎臓を守ることは、命を守ること”
京都岡本記念病院 腎臓内科 部長 劉 和幸 先生 カンジャ ツタ ジンゾウ マモ イノチ マモ キョウト オカモト キネン ビョウイン ジンゾウ ナイカ ブチョウ センセイ

						②		ポリファーマシーを解消する病診薬連携
宝塚市立病院 薬剤部 薬剤部長 吉岡 睦展 先生 カイショウ ビョウ ミ ヤク レンケイ タカラヅカ シリツ ビョウイン ヤクザイブ ヤクザイ ブチョウ センセイ

						③		災害時医療と感染対策～地域を守る薬剤師に求められること～
東京大学医学部附属病院 薬剤部／日本DMAT隊員 高山 和郎 先生 サイガイ ジ イリョウ カンセン タイサク チイキ マモ ヤクザイシ モト トウキョウ ダイガク イガク ブ フゾク ビョウイン ヤクザイ ブ センセイ

						④		漢方薬の服薬指導とアフターフォローのポイント～在宅と家庭薬膳教室の実践から～
フローラ薬局 代表取締役 篠原 久仁子 先生 ヤッキョク ダイヒョウ トリシマリヤク センセイ



				2025.2.6オーバードーズからセルフメディケーションに変更 ヘンコウ

				2025.2.7若林先生副題追加 ワカバヤシ センセイ フクダイ ツイカ





KPUニュース



				●対面6講義　※オンデマンド配信も有り タイメン コウギ ハイシン ア

				2025年
6/15
(日) ネン ニチ		10:00
～11:30				生成AI活用術～医師による薬剤師のためのChatGPT入門を中心に～
近畿大学医学部 皮膚科学教室 主任教授 大塚 篤司 先生 キンキ ダイガク イガク ブ ヒフ カガク キョウシツ シュニン キョウジュ センセイ

						12:30
～14:00				授乳婦への投薬：どの情報を使い、どこまで伝えますか
日本医科大学武蔵小杉病院 薬剤部 薬剤部長 笠原 英城 先生 ジュニュウフ トウヤク ジョウホウ ツカ ツタ ニホン イカ ダイガク ムサシコスギ ビョウイン ヤクザイ ブチョウ センセイ

						14:15
～15:45				RMPを基礎から学ぶ～様々な医薬品情報をどう扱っていくか～
杏林大学医学部付属病院 薬剤部 薬剤科長 若林 進 先生 キソ マナ サマザマ イヤク ヒン ジョウホウ アツカ キョウリン ダイガク イガク ブ フゾク ビョウイン ヤクザイ ブ ヤクザイ カ チョウ センセイ

				2025年
7/13
(日) ネン ニチ		10:00
～11:30				セルフメディケーションの現状と課題、薬剤師への提言
名古屋市立大学 特任教授 鈴木 匡 先生 ナゴヤイチリツ ダイガク トクニン キョウジュ スズキ タダシ センセイ

						12:30
～14:00				在宅医療の本質と正しい薬剤師の関わり方
カリン薬局 代表取締役 小林 篤史 先生 ヤッキョク ダイヒョウ トリシマリヤク センセイ

						14:15
～15:45				地域で取り組む医療安全～患者安全のために取り組むべき課題～
京都第二赤十字病院 薬剤部 薬剤部長 友金 幹視 先生 キョウト ダイニ セキジュウジ ビョウイン ヤクザイブ ヤクザイ ブチョウ センセイ

				●オンデマンドのみ(ｅラーニング)4講義 コウギ

				2025年
6/1
(日)
～
 2026年
2/28
(土)
配信 ネン ニチ ネン ド ハイシン		①		患者さんに伝えたい”腎臓を守ることは、命を守ること”
京都岡本記念病院 腎臓内科 部長 劉 和幸 先生 カンジャ ツタ ジンゾウ マモ イノチ マモ キョウト オカモト キネン ビョウイン ジンゾウ ナイカ ブチョウ センセイ

						②		ポリファーマシーを解消する病診薬連携
宝塚市立病院 薬剤部 薬剤部長 吉岡 睦展 先生 カイショウ ビョウ ミ ヤク レンケイ タカラヅカ シリツ ビョウイン ヤクザイブ ヤクザイ ブチョウ センセイ

						③		災害時医療と感染対策～地域を守る薬剤師に求められること～
東京大学医学部附属病院 薬剤部／日本DMAT隊員 高山 和郎 先生 サイガイ ジ イリョウ カンセン タイサク チイキ マモ ヤクザイシ モト トウキョウ ダイガク イガク ブ フゾク ビョウイン ヤクザイ ブ センセイ

						④		漢方薬の服薬指導とアフターフォローのポイント～在宅と家庭薬膳教室の実践から～
フローラ薬局 代表取締役 篠原 久仁子 先生 ヤッキョク ダイヒョウ トリシマリヤク センセイ



				2025.2.6オーバードーズからセルフメディケーションに変更 ヘンコウ

				2025.2.7若林先生副題追加 ワカバヤシ センセイ フクダイ ツイカ
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		生成AI活用術～医師による薬剤師のためのChatGPT入門を中心に～
近畿大学医学部 皮膚科学教室 主任教授 大塚 篤司 先生 キンキ ダイガク イガク ブ ヒフ カガク キョウシツ シュニン キョウジュ センセイ

		授乳婦への投薬：どの情報を使い、どこまで伝えますか
日本医科大学武蔵小杉病院 薬剤部 薬剤部長 笠原 英城 先生 ジュニュウフ トウヤク ジョウホウ ツカ ツタ ニホン イカ ダイガク ムサシコスギ ビョウイン ヤクザイ ブチョウ センセイ

		RMPを基礎から学ぶ～様々な医薬品情報をどう扱っていくか～
杏林大学医学部付属病院 薬剤部 薬剤科長 若林 進 先生 キソ マナ キョウリン ダイガク イガク ブ フゾク ビョウイン ヤクザイ ブ ヤクザイ カ チョウ センセイ

		セルフメディケーションの現状と課題、薬剤師への提言
名古屋市立大学 特任教授 鈴木 匡 先生 ナゴヤイチリツ ダイガク トクニン キョウジュ スズキ タダシ センセイ

		在宅医療の本質と正しい薬剤師の関わり方
カリン薬局 代表取締役 小林 篤史 先生 ヤッキョク ダイヒョウ トリシマリヤク センセイ

		地域で取り組む医療安全～患者安全のために取り組むべき課題～
京都第二赤十字病院 薬剤部 薬剤部長 友金 幹視 先生 キョウト ダイニ セキジュウジ ビョウイン ヤクザイブ ヤクザイ ブチョウ センセイ

		患者さんに伝えたい”腎臓を守ることは、命を守ること”
京都岡本記念病院 腎臓内科 部長 劉 和幸 先生 カンジャ ツタ ジンゾウ マモ イノチ マモ キョウト オカモト キネン ビョウイン ジンゾウ ナイカ ブチョウ センセイ

		ポリファーマシーを解消する病診薬連携
宝塚市立病院 薬剤部 薬剤部長 吉岡 睦展 先生 カイショウ ビョウ ミ ヤク レンケイ タカラヅカ シリツ ビョウイン ヤクザイブ ヤクザイ ブチョウ センセイ

		災害時医療と感染対策～地域を守る薬剤師に求められること～
東京大学医学部附属病院 薬剤部／日本DMAT隊員 高山 和郎 先生 サイガイ ジ イリョウ カンセン タイサク チイキ マモ ヤクザイシ モト トウキョウ ダイガク イガク ブ フゾク ビョウイン ヤクザイ ブ センセイ

		漢方薬の服薬指導とアフターフォローのポイント～在宅と家庭薬膳教室の実践から～
フローラ薬局 代表取締役 篠原 久仁子 先生 ヤッキョク ダイヒョウ トリシマリヤク センセイ
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